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大
学
卒
業
後
、
染
色
（
テ
キ
ス

タ
イ
ル
ア
ー
ト
）
を
勉
強
さ
れ
、

現
在
は
京
都
市
を
拠
点
に
繊
維
素

材
を
用
い
た
現
代
美
術
の
創
作
に

励
ん
で
お
ら
れ
、
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
で
も
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。最
近
の
作
品
と
し
て
は
、

白
い
シ
ャ
ツ
を
箱
状
に
形
成
し
た

立
体
的
な
作
品
を
京
都
府
美
術
工

芸
新
鋭
選
抜

展
に
出
展
さ

れ
、
見
事
、

最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
て
い

ま
す
。

ヒ
ト
を
含
む
動
物
の
体
を
構
成

し
て
い
る
全
て
の
細
胞
に
お
い
て

分
化
す
る
能
力
を
持
つ
、
い
わ

ば

″種
″
と
な
る
細
胞
で
あ
る

「
Ｅ
Ｓ
細
胞
」
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。
条
件
次
第
で
は
全

て
の
種
類
の
細
胞
に
分
化
す
る
能

力
を
備
え
て
い
る
こ
の
細
胞
を
、

病
気
の
治
療
等
ヒ
ト
へ
の
応
用
を

人
材
育
成
基
金

輝
く
！
郷
土
の
星

芸
術
・
学
術
の
分
野
か
ら
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吉
本

よ
し
も
と

直な
お

子こ

（
西
横
田
町
出
身
）

現
代
美
術
作
家
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小お

川が
わ

和か
ず

也や

（
山
下
町
出
身
）

理
化
学
研
究
所
発
生
・
再
生
科

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

東
海
大
学
医
学
部
、
東
京
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
を
卒
業

後
、
研
究
所
に
て
難
病
性
疾
患
の

ひ
と
つ
で
あ
る
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
血
管
内
皮
新
生
因
子
受
容
体

と
の
関
係
を
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
国
際
学
会
な
ど
世

界
の
舞
台
で
活
躍
し
、
リ
ウ
マ
チ

で
苦
し
む
世
界
の
人
々
を
ひ
と
り

で
も
助
け
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

村む
ら

上か
み

雅ま
さ

人と

（
別
所
町
出
身
）

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

学
術
研
究
支
援
員

看
護
専
門
学
校
卒
業
後
、
看
護

師
と
し
て
病
院
勤
務
を
さ
れ
な
が

ら
医
療
経
営
学
を
学
ぶ
た
め
に
通

信
教
育
に
よ
り
大
学
商
学
部
を
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
病
院

で
非
常
勤
の
実
務
を
さ
れ
な
が
ら

大
学
院
に
お
い
て
病
院
原
価
計
算

な
ど
病
院
経
営
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
。

丸
岡

ま
る
お
か

健
史

た
け
ふ
み

（
三
口
町
）

川
崎
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程

め
ざ
し
て
、
今
後
は
、
カ
ナ
ダ
の

ト
ロ
ン
ト
大
学
へ
博
士
研
究
員
と

し
て
留
学
・
研
究
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

″子
ど
も
を
想
い
、
親
を
想
い
、

そ
し
て
故
郷
を
想
う
″「
愛
」の
メ

ッ
セ
ー
ジ
「
第
７
回
　
愛
の
詩
」

に
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
海
外

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
め
１，

５
９
５
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
中
か
ら
第
一
次
審
査
、

二
次
審
査
を
経
て
、
審
査
委
員
長

で
あ
る
絵
本
作
家
永
田
萠
氏
に
よ

る
最
終
選
考
の
結
果
、
各
賞
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
26
日
豸

午
後
１
時
よ
り

ア
ス
テ
ィ
ア
か

さ
い
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て

表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

第
7
回
「
愛
の
詩
」
入
賞
者

◆
愛
の
詩
賞
▽
フ
ジ
ノ
ハ
ル
ミ

（
西
脇
市
）「
背
中
」
◆
優
秀
賞
▽

関
口
純
子
（
横
浜
市
）「
受
け
継

が
れ
る
も
の
」
▽
柳
原
枝
里
佳

（
大
阪
市
）「
私
の
中
に
…
」
▽
さ

と
い
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）「
背
中

越
し
の
愛
」
◆
根
日
女
賞
▽
丸
山

紗
代
（
神
戸
市
）「
壱
萬
円
の
重

み
」
◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
加
西

賞
▽
竹
内
　
彩
（
加
西
市
）「
わ

た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
ぞ
」

「
愛
の
詩
」入
賞
者
決
定

第7回
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